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ダブル優勝（男女同時）めざして・・・。
岡垣ジュニア監督（男子の部）　池　田　明　男　

　「バドミントンの小学生の甲子園」若葉カップを愛し

てやまない指導者です。33年間開催の長岡京市の関

係者の皆様には感謝しかありません。夏蝉の声を聴

きながら西山公園体育館の横断歩道を警備の叔父さ

んに挨拶して坂道を上がるときに私の胸が熱くなりま

す。そして壮大な入場行進は毎年、感動して感涙に

浸ります。

　男子はリーグ戦の１回戦が始まりますので戦いモー

ドに気持ちを切り替える事を選手達に伝えて、池の横

の神様に優勝祈願してトレーニングに入りました。昨

年は準決勝で長岡京スポ少に負けて３位で優勝できま

せんでしたので今年は優勝を狙っていましたが、リー

グ戦でエース中川選手を擁する鶴ヶ島と当たり、強敵

に４−１と勝ってチームが盛り上がりました。準決勝で

は５・６年ダブルスが強い大野ジュニアと当たりました。

５年ダブルスにエース斉藤を投入して取りに行きました

がダブルスは２つ共に取られシングル陣が頑張り３−２

でやっと勝てました。準決勝で苦戦をしましたので決

勝では選手達が150パーセントの力を出し切って３−０

で完勝して、昨年の雪辱を果たしました。圧巻だった

のは４年シングルスで川野が強くて上手な木根選手に

21−17　22−20　２−０で拾いまくって勝った試合は

感動して涙が出ました。優勝する時は、すべてが上手

くいきます。

　男子は２回優勝しましたが、女子は２位１回・３位４

回で優勝はありません。昨年32回大会ではリーグ戦で

優勝したミッキーズに当たり２−３で惜敗しました。予

想通り６年生が弱くて６Ｄが競り負けて姿を消しました。

今年、33回大会は６年生が強くて、しかし４年がいな

くて３年を出しました。ダブル優勝を狙っていましたが、

準々決勝で最大の敵・鶴ヶ島ジュニアと対戦６Ｓでエー

スの山北選手を須藤が２−０で勝ち好スタートを切りま

した。予想通り４Ｓの勝負に成りましたが１ゲームは取

りましたが体力切れで敗退し５位。今年もダブル優勝

は出来ませんでしたが、34回大会で夢のダブル優勝め

ざしてスタートします。

　岡垣ジュニアを支えてくれるコーチ・保護者等のチー

ムワークが良いので毎年、若葉カップに参加しています。

感謝・感謝。若葉カップは監督・コーチ・選手・保護

者が色々な経験・勉強する最高の場です。来年、34回

大会、どの様なドラマがあるか・・・・楽しみにしてい

ます。

　永遠の夢追い人より・・・・



平成29年度の大会記録

第33回若葉カップ全国小学生バドミントン大会
（主催：日本協会・日本小学生連盟・長岡京市）

平成29年７月28日〜31日／京都府長岡京市・西山公園体育館

【男子の部】
　優勝　岡垣ジュニア	 （福岡県）・・・２回目
　２位　長岡京市スポ少	（京都府）
　３位　大野ジュニア	 （福井県）
　　　　Ｄｒｅａｍ.Ｊｒ	 （福井県）

【女子の部】
　優勝　鶴ヶ島Ａｎｇｅｌｓ	（埼玉県）・・・初優勝
　２位　小平ジュニア	 （東京都）
　３位　宇都宮中央Ｊｒ．	（栃木県）
　　　　瓜破西ＳＳＣ	 （大阪府）

　嬉しい！　気持を押さえたが、気が付くと声を嗄らし二
階席から選手たちに「おめでとう」と叫んでいた。
　鶴ヶ島バドミントン連盟では、地域のバドミントンが
活性化してくれることを期待して、小学生を対象に鶴ヶ島
Angelsを13年前に誕生させた。何時しか子供たちの強く
なりたい気持ちが、チームの目標を全国大会出場に進化さ
せて行った。チーム練習は土日のみ。平日は保護者による
自主練習が創部からのスタイル。チームのシンボルである
緑の団幕はチーム方針である「心・技・体」。練習内容は試
合で使えることを意識して構成している。Ｐ計画⇒Ｄ実行⇒
Ｃ結果確認⇒Ａ修正実行のサイクルを試合だけでなく練習
にも実践している。
　チームとして昨年初めて男子が出場し、今年は念願の男
女揃っての出場となった。男子は昨年も今年も優勝チーム
と対戦し、その強さに圧倒され敗退する。オーダー作りを
含め練習内容を見直す良い機会を頂いた。女子の決勝トー
ナメント当日、女子チーム監督が会社の都合で急遽帰宅し
てしまう。慌てて当日のオーダーをスタッフ全員の情報力で
作成し２階の応援席から１階のコーチ席に手渡しすることと
なった。今年のチームは６年シングルスをベースに構成する
予定であったが、この６年シングルス選手は怪我の影響で
10日前まで練習が出来ない状態で試合に臨んだ。それで
もチームの柱として予選から頑張って何とか勝ち進めてきた
が、準々決勝戦では強豪・岡垣ジュニアに６年シングルス
が敗戦してしまう。４年シングルスも１ゲーム目は半分の得
点しか取れずコートチェンジ。今年は男女とも強豪・岡垣ジュ
ニアに敗退かと頭を過ったが、ここから選手たちの一致団

結する気持が表れた。いつも頼り切っていたエースが敗戦
したことにより、他の選手が奮起する。４年シングルス逆転、
５年ダブルスと５年シングルス勝利し６年ダブルスも最後ま
で諦めない試合展開で今大会唯一の勝利パターン。決勝
ではチームメイトに助けられたエースが立ち直り勝利すると、
ほとんどペア練習していない急造５年ダブルスが逆転勝利
を掴む。そして顔が最後まで強張っていた５年シングルス
が勝負を決めてくれた。結果を見ても決して安易な試合は
一つもなく、最後まで優勝を諦めなかった選手達が初出場
の経験不足と緊張を振り切っての勝利となった。選手の成
長速度は一定ではなく、気持ちが本気になった時に一気に
加速することを教えられた。ありがとう。
　大会終了後、体育館の入り口に歴代の優勝チーム名が刻
まれたプレートを見た。ここに鶴ヶ島Angelsの名前が刻ま
れると考えるだけで、周りの風景が変って見えて来た。あ
の肌に纏わりつく熱気も、ガシャガシャのクマゼミの聲も
何故が心地良く思えてくるから不思議だ。来年もこの場所
に来られる事を目標に、新しいチーム作りを保護者、スタッ
フ全員の協力で進めていこう。
　末筆になりますが、大会運営関係者の皆様へ感謝致し
ます。ありがとうございます。

鶴ヶ島Angels監督　佐　野　浩　二　

選手の成長



第18回ダイハツ全国小学生ＡＢＣバドミントン大会
（主催：日本協会・日本小学生連盟）

平成29年8月14日〜16日／北海道札幌市　北海道立総合体育センター

第26回全国小学生バドミントン選手権大会
（主催：日本協会・日本小学生連盟）

平成29年12月22日〜26日／広島県広島市  広島県立総合体育館

【男子Ａクラス（５・６年生）】
　優勝　沖本　優大	（広島県）
　２位　中川　友那	（埼玉県）
　３位　江田　和博	（大阪府）
　　　　佐藤　瑠活	（宮城県）

【男子Ｂクラス（３・４年生）】
　優勝　澤田　修志	（北北海道）
　２位　草ノ瀬悠生	（鹿児島県）
　３位　三木　颯斗	（茨城県）
　　　　石井　叶夢	（埼玉県）

【男子Ｃクラス（１・２年生）】
　優勝　宮原　圭純	（福岡県）
　２位　萩原　駿希	（埼玉県）
　３位　芦田　潤平	（新潟県）
　　　　松本　眞優	（栃木県）

【女子Ａクラス（５・６年生）】
　優勝　石岡　空来	（北北海道）
　２位　山北　奈緒	（埼玉県）
　３位　岩戸　和音	（北北海道）
　　　　遠藤　美羽	（栃木県）

【女子Ｂクラス（３・４年生）】
　優勝　平田　　涼	（茨城県）
　２位　山本　優愛	（愛知県）
　３位　山口　栞菜	（石川県）
　　　　神尾　朱理	（東京都）

【女子Ｃクラス（１・２年生）】
　優勝　奥田　紗世	（北北海道）
　２位　原口　倖歩	（鹿児島県）
　３位　長谷川翼咲	（静岡県）
　　　　松戸　　海	（埼玉県）

【都道府県対抗団体戦：男子の部】
　優勝　神奈川県　　　井上　大馳・渡邊　　至・田中　一基
　　　　（初優勝）　　　松川　健大・三浦　大地・髙橋　和希
　２位　栃木県
　３位　福岡県・富山県
　５位　東京都・鳥取県・大阪府・滋賀県

【都道府県対抗団体戦：女子の部】
　優勝　埼 玉 県　　　山北　奈緒・吾妻　佳奈・黒川　璃子
　　　　（２回目）　　　櫻井　優香・湯本　凜音・高津　愛花
　２位　千葉県
　３位　栃木県・神奈川県
　５位　南北海道・大阪府・東京都・青森県

【６年生男子シングルス】
優勝　沖本　優大（広島県・原ジュニア）

２位　中川　友那（埼玉県・鶴ヶ島Ａｎｇｅｌｓ）

３位　谷岡　大后（高知県・たまひよじゅにあ）

　　　佐藤　瑠活（宮城県・仙台大和ジュニア）

【５年生男子シングルス】
優勝　齊藤　　礼（福岡県・岡垣ジュニア）

２位　松川　健大（神奈川県・青葉ジュニア）

３位　津川　祐太（南北海道・札幌ＢＥＡＮＳ）

　　　髙木慎二郎（岐阜県・垂井ＪＳＣ）

【４年生以下男子シングルス】
優勝　澤田　修志（北北海道・帯広ジュニア）

２位　長束　翔太（愛知県・大里東スポ少）

３位　木根　知哉（京都府・長岡京市スポ少）

　　　高野　日向（熊本県・出水南ジュニア）

【６年生男子ダブルス】
優勝　関根翔太・金本光巧（東京都・青梅ジュニア）

２位　石本藍利・鍛冶駿樹（石川県・美川湊ジュニア）

３位　野口駿平・栁川瑠生（東京都・たなしＭＡＸＪｒ）

　　　古株大智・清水瑠斗（埼玉県・志木ジュニア）

【５年生男子ダブルス】
優勝　坂本安樹・櫻井慎大（栃木県・宇都宮ＪＢ）

２位　勝又翔哉・勝又悠翔（静岡県・富士山クラブ）

３位　猪俣佑仁・髙坂悠陽（青森県・浪岡ジュニア）

　　　石原克起・森山大夢（広島県・あかねジュニア）

【４年生以下男子ダブルス】
優勝　佐藤策太・弓削綾登（東京都・宝木塚ジュニア）

２位　祇園田隼人・中原秀駿（熊本県・北部ジュニア）

３位　寺西怜生・森下虎愛（愛知県・Ｔ-ＪｕｍｐＪｒ.）

　　　岡部　翔・根本舜生（神奈川県・綾瀬ジュニア）

【６年生女子シングルス】
優勝　岩戸　和音（北北海道・愛宕東少年団）

２位　山北　奈緒（埼玉県・鶴ヶ島Ａｎｇｅｌｓ）

３位　山家くるみ（南北海道・北海道ハイテクＡＣＡ）

　　　須藤　海妃（福岡県・岡垣ジュニア）

【５年生女子シングルス】
優勝　樋口　吹羽（徳島県・藍住エンジェル）

２位　玉木　亜弥（東京都・たなしＭＡＸＪｒ．）

３位　秋田　まな（岡山県・永井ＢＣ）

　　　平本梨々菜（岐阜県・池田少年団）

【４年生以下女子シングルス】
優勝　山本　優愛（愛知県・みかクラブ）

２位　東谷　悠妃（北北海道・忠和クラブ）

３位　伊藤　康乃（埼玉県・鶴ヶ島Ａｎｇｅｌｓ）

　　　山口　栞菜（石川県・大徳ジュニア）

【６年生女子ダブルス】
優勝　藤井史穂・吉岡葉菜（大阪府・Ｄ☆ＡＲＭＹ）

２位　宮城青空・日野原颯（埼玉県・三郷ダックス）

３位　櫻井優香・湯本凜音（埼玉県・志木ジュニア）

　　　橋村羽奏・竹内遙香（東京都・小平ジュニア）

【５年生女子ダブルス】
優勝　鈴木あいり・中野真里（千葉県・鎌ヶ谷ジュニア）

２位　青木優羽・平田　涼（茨城県・桜川Ｊｒ）

３位　上山怜来・末永萌々歌（北北海道・帯広ジュニア）

　　　吉田明永・保谷芽依（千葉県・市原ジュニア）

【４年生以下女子ダブルス】
優勝　伊藤菜央加・岡本　芽（愛知県・師勝ジュニア）

２位　堀田菜々花・永渕友梨華（佐賀県・川上ジュニア）

３位　石井　空・戸上　凛（岡山県・ＰＥＡＣＥジュニア）

　　　宮崎　凛・勘傳歩美（石川県・オールエイジジュニア）


